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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電流駆動型の自発光素子と、当該自発光素子を駆動制御する画素回路とで構成されるサ
ブ画素をマトリクス状に配置した画素アレイ部と、
　信号線を駆動する信号線駆動部と、
　信号線に出現する電位の前記サブ画素への書き込みを、所定の周期のスキャンクロック
に基づいて制御する書込制御線駆動部と、
　前記自発光素子の点灯期間を規定する駆動電源の前記サブ画素への供給と停止を制御す
る電源供給制御部であって、信号電位の書き込みが最初に完了する第１の水平ラインの信
号電位の書き込みが完了してから所定の長さの時間が経過した後に、前記書込制御線駆動
部と同じスキャンクロックに基づいて、信号電位の書き込みが完了する順に２以上の水平
ライン毎に同じタイミングで前記駆動電源を供給し、全ての水平ラインの１フレームあた
りの点灯期間の長さを同じにするとともに、信号電位の書き込みが最後に完了する第２の
水平ラインの点灯が、次のフレームの前記第１の水平ラインの点灯開始より所定の時間前
に終了するように、各水平ラインの書き込み完了から点灯開始までの待ち時間及び点灯期
間の長さを制御する電源供給制御部と
　を有する表示パネルモジュール。
【請求項２】
　２次元画像と３次元画像のいずれが画面上に表示される場合にも、
　前記信号線駆動部、前記書込制御線駆動部及び前記電源供給制御部は、共通の駆動タイ
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ミングで動作する
　請求項１に記載の表示パネルモジュール。
【請求項３】
　前記スキャンクロックの周期は、水平走査周期と一致するように設定される
　請求項２に記載の表示パネルモジュール。
【請求項４】
　電流駆動型の自発光素子と、当該自発光素子を駆動制御する画素回路とで構成されるサ
ブ画素をマトリクス状に配置した画素アレイ部を駆動制御する電源供給制御部を少なくと
も有し、
　前記自発光素子の点灯期間を規定する駆動電源の前記サブ画素への供給と停止を制御す
る前記電源供給制御部が、信号電位の書き込みが最初に完了する第１の水平ラインの信号
電位の書き込みが完了してから所定の長さの時間が経過した後に、信号線に出現する電位
の前記サブ画素への書き込みの制御に使用されるものと同じスキャンクロックに基づいて
、信号電位の書き込みが完了する順に２以上の水平ライン毎に同じタイミングで前記駆動
電源を供給し、全ての水平ラインの１フレームあたりの点灯期間の長さを同じにするとと
もに、信号電位の書き込みが最後に完了する第２の水平ラインの点灯が、次のフレームの
前記第１の水平ラインの点灯開始より所定の時間前に終了するように、各水平ラインの書
き込み完了から点灯開始までの待ち時間及び点灯期間の長さを制御する
　半導体集積回路。
【請求項５】
　電流駆動型の自発光素子と、当該自発光素子を駆動制御する画素回路とで構成されるサ
ブ画素をマトリクス状に配置した画素アレイ部の駆動方法であって、
　信号線に出現する電位の前記サブ画素への書き込みを、所定の周期のスキャンクロック
に基づいて制御する処理と、
　信号電位の書き込みが最初に完了する第１の水平ラインの信号電位の書き込みが完了し
てから所定の長さの時間が経過した後に、信号線に出現する電位の前記サブ画素への書き
込みの制御に使用されるものと同じスキャンクロックに基づいて、信号電位の書き込みが
完了する順に２以上の水平ライン毎に同じタイミングで前記自発光素子の点灯期間を規定
する駆動電源を供給し、全ての水平ラインの１フレームあたりの点灯期間の長さを同じに
するとともに、信号電位の書き込みが最後に完了する第２の水平ラインの点灯が、次のフ
レームの前記第１の水平ラインの点灯開始より所定の時間前に終了するように、各水平ラ
インの書き込み完了から点灯開始までの待ち時間及び点灯期間の長さを制御する処理と
　を有する画素アレイ部の駆動方法。
【請求項６】
　　電流駆動型の自発光素子と、
　　当該自発光素子を駆動制御する画素回路とで構成されるサブ画素をマトリクス状に配
置した画素アレイ部と、信号線を駆動する信号線駆動部と、
　　信号線に出現する電位の前記サブ画素への書き込みを、所定の周期のスキャンクロッ
クに基づいて制御する書込制御線駆動部と、
　　前記自発光素子の点灯期間を規定する駆動電源の前記サブ画素への供給と停止を制御
する電源供給制御部であって、信号電位の書き込みが最初に完了する第１の水平ラインの
信号電位の書き込みが完了してから所定の長さの時間が経過した後に、前記書込制御線駆
動部と同じスキャンクロックに基づいて、信号電位の書き込みが完了する順に２以上の水
平ライン毎に同じタイミングで前記駆動電源を供給し、全ての水平ラインの１フレームあ
たりの点灯期間の長さを同じにするとともに、信号電位の書き込みが最後に完了する第２
の水平ラインの点灯が、次のフレームの前記第１の水平ラインの点灯開始より所定の時間
前に終了するように、各水平ラインの書き込み完了から点灯開始までの待ち時間及び点灯
期間の長さを制御する電源供給制御部と
　を有する表示パネルモジュールと、
　システム全体の動作を制御するシステム制御部と、
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　前記システム制御部に対する操作入力部と
　を有する電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この明細書で説明する発明は、電流駆動型の自発光素子を駆動する画素回路の駆動技術
に関する。なお、この明細書で提案する発明は、表示パネルモジュール、半導体集積回路
、画素アレイ部の駆動方法及び表示パネルモジュールを搭載する電子機器としての側面を
有する。
【背景技術】
【０００２】
　今日に至るまで、表示パネルモジュールは、単一の視点で撮影された画像（以下では、
「２次元画像」という。）の表示デバイスとして普及してきた。しかし、昨今では、両眼
視差を利用して撮影された画像（以下では、「３次元画像」という。）を表示し、ユーザ
ーに立体的な画像として知覚させることができる表示デバイスの開発が進められている。
もっとも、現存するコンテンツ量は、２次元画像が圧倒的に多い。
【０００３】
　このため、これからの表示パネルモジュールには、２次元画像と３次元画像の両方を表
示できる仕組みが必要になると考えられる。
　図１に、２次元画像と３次元画像の両方を表示できる画像システムの構築例を示す。こ
の画像システム１は、２次元画像と３次元画像を同じ画面サイズで表示させたい場合に用
いて好適な構成である。
【０００４】
　この画像システム１は、画像再生機３と、表示装置５と、赤外線発光部７と、液晶シャ
ッター付き眼鏡９とで構成される。このうち、画像再生機３は、２次元画像と３次元画像
の両方の再生機能を搭載した映像機器であり、いわゆる画像再生装置の他、セットトップ
ボックスやコンピュータも含まれる。表示装置５は、入力画像データの出力装置であり、
いわゆるテレビジョン受像機の他、モニターも含まれる。
【０００５】
　赤外線発光部７は、３次元画像の表示時に、左眼用画像と右眼用画像の表示タイミング
又は表示の切り替えタイミングを、液晶シャッター付き眼鏡９に対して、赤外線を用いて
通知するデバイスである。図１は、表示装置５の上辺額部の中央付近に赤外線発光部７を
配置した例を表している。液晶シャッター付き眼鏡９は、３次元画像の表示時に、ユーザ
ーへの装着が求められるアクセサリーの一つである。勿論、２次元画像の表示時には、液
晶シャッター付き眼鏡９のユーザーへの装着は不要である。なお、液晶シャッター付き眼
鏡９に表示タイミング又は表示の切り替えタイミングを通知する手段は、赤外線に限定さ
れるものではない。
【０００６】
　図２に、液晶シャッター付き眼鏡９の動作イメージを示す。図中、枠内が白抜きで表示
されている絵は、液晶シャッターが開状態であること、すなわち外光が透過できる状態を
表している。また、枠内が網掛けで表示されている絵は、液晶シャッターが閉状態である
こと、すなわち外光が透過しない状態を表している。
【０００７】
　図２に示すように、３次元画像の表示中は、２つの液晶シャッターが同時に開状態にな
ることはなく、いずれか一方だけが表示画像の切り替えに連動して開状態に制御される。
具体的には、左眼用画像の表示中は左眼用の液晶シャッターのみが開状態に制御され、右
眼用画像の表示中は右眼側の液晶シャッターのみが開状態に制御される。画像システム１
では、この液晶シャッターの相補的な開閉動作により、立体画像の視認を可能にしている
。
【０００８】
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　図３に、液晶シャッター付き眼鏡９の電子回路部分の等価回路を示す。液晶シャッター
付き眼鏡９は、バッテリー１１、赤外線受光部１３、シャッター駆動部１５、液晶シャッ
ター１７、１９で構成される。
　バッテリー１１は、例えばボタン電池のような軽量かつ小型の電池である。赤外線受光
部１３は、例えば眼鏡の前面部分に取り付けられ、表示画像の切り替え情報を重畳した赤
外線光を受信する電子部品である。
【０００９】
　シャッター駆動部１５は、受信した切り替え情報に基づいて、表示画像と同期するよう
に右眼用の液晶シャッター１７と左眼用の液晶シャッター１９の開閉を切り替え制御する
電子部品である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００７－２８６６２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　特許文献１には、２次元画像の表示用駆動回路と３次元画像の表示用駆動回路を搭載し
、表示画像の切り替えに応じて表示パネルの駆動に使用する駆動回路を切り替える画像シ
ステムが開示されている。
　図４に、特許文献１に開示されている駆動方式を示す。なお、図４は、ある水平ライン
に着目した駆動期間の関係を表している。
【００１２】
　ただし、図４は、６０フレーム／秒で撮影された２次元画像と３次元画像を表示パネル
に表示する場合の動作関係を表している。因みに、表示パネルは、アクティブマトリクス
駆動方式で駆動制御されるものとする。
　図４（Ａ）は、ある水平ラインに着目した２次元画像データの処理タイミングを表して
いる。図４（Ａ）に示すように、２次元画像の入力時には、１／６０[秒]の間にフレーム
画像Ｆの書き込みから点灯までの処理動作が実行される。
【００１３】
　図４（Ｂ）は、ある水平ラインに着目した３次元画像データの処理タイミングを表して
いる。白抜きで示す期間が左眼用画像Ｌ又は右眼用画像Ｒの処理期間であり、黒塗りで示
す期間が黒画面の処理期間である。図４（Ｂ）に示すように、３次元画像の入力時には、
１／２４０[秒]単位で、左眼用画像Ｌの書き込みから点灯までの処理動作、黒画面の書き
込みから点灯までの処理動作、右眼用画像Ｒの書き込みから点灯までの処理動作、黒画面
の書き込みから点灯までの処理動作が実行される。
【００１４】
　ここで、左眼用画像Ｌと右眼用画像Ｒの処理期間の中間に、黒画面の処理期間を挿入す
るのは、画面上での左右の画像が同時に表示されて混在するのを防ぐためである。図５に
、その動作原理を示す。図５は、各水平ラインの処理タイミングと、ユーザーから視認さ
れる表示状態との関係を表している。図５の場合も、白抜き部分が左眼用画像Ｌ又は右眼
用画像Ｒの処理期間（主に点灯期間と考える。）を表しており、黒塗り期間が黒画面の処
理期間（主に点灯期間と考える。）を表している。
【００１５】
　図５に示すように、黒画面の挿入期間が存在することにより、先頭行の水平ラインにお
ける右眼用画像Ｒの表示（点灯）開始タイミングを、最終行の水平ラインにおける左眼用
画像Ｌの表示（点灯）終了以降にまで遅延させることができる。そして、最終行の水平ラ
インにおける左眼用画像Ｌの表示（点灯）終了から先頭行の水平ラインにおける右眼用画
像Ｒの表示（点灯）開始までの間が、液晶シャッターの開閉状態の切り替え期間に充てら
れる。
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【００１６】
　このように、特許文献１には、３次元画像を表示するための駆動技術が開示されている
。しかしながら、この駆動方式の場合、視認されるフレームレート（６０Ｈｚ）の実に４
倍もの速度（２４０Ｈｚ）で表示パネルを駆動する必要がある。このことは、画素アレイ
部やその駆動回路について非常に性能の高い部品を採用する必要があることを意味し、製
造コストが高くなる原因になる。
【００１７】
　また、図５に示すように黒画面の表示期間は、３次元画像の表示期間と同じだけ必要に
なる。このため、黒画面を挿入する従来技術の場合には、必然的に画面輝度が低下するの
を避け得ない問題がある。
【００１８】
　また、特許文献１に示す駆動方式のように、２次元画像の表示時と３次元画像の表示と
時で駆動方式を切り替える方法では、画像形式の違いを検出して駆動方法を切り替える機
能構成が必要になる。更に、特許文献１に示す駆動方式では、２次元画像用の駆動回路と
、３次元画像用の駆動回路の両方が必要である。従って、部品点数の増加に加え、回路レ
イアウトが複雑になる問題がある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　そこで、発明者らは、
（ａ）電流駆動型の自発光素子と、当該自発光素子を駆動制御する画素回路とで構成され
るサブ画素をマトリクス状に配置した画素アレイ部と、
（ｂ）信号線を駆動する信号線駆動部と、
（ｃ）信号線に出現する電位のサブ画素への書き込みを制御する書込制御線駆動部と、
（ｄ）サブ画素に対する駆動電源の供給と停止を制御する電源供給制御部と
（ｅ）を有する表示パネルモジュールとして、以下の条件を満たすものを提案する。
【００２０】
　すなわち、信号線駆動部、書込制御線駆動部及び電源供給制御部は、２次元画像と３次
元画像のいずれを表示する場合にも、隣接するフレームの表示期間が重複させないように
定めた共通の駆動タイミングで動作するものを提案する。
【００２１】
　この場合において、書込制御線駆動部は、所定の周期のスキャンクロックに基づいて書
込みタイミングを制御し、電源供給制御部は、自発光素子の点灯期間を規定する駆動電源
の供給タイミングを、書込制御線駆動部と同じスキャンクロックに基づいて制御すること
が望ましい。
【００２２】
　更に、この場合において、電源供給制御部は、信号電位の書き込みが最初に完了する第
１の水平ラインの信号電位の書き込みが完了してから所定の長さの時間が経過した後に、
信号電位の書き込みが完了する順に２以上の水平ライン毎に同じタイミングで自発光素子
の点灯期間を規定する駆動電源を供給し、全ての水平ラインの１フレームあたりの点灯期
間の長さを同じにするように制御することが望ましい。
【００２３】
　また更に、この場合において、信号電位の書き込みが最後に完了する第２の水平ライン
の点灯が、次のフレームの前記第１の水平ラインの点灯開始より所定の時間前に終了する
ように、各水平ラインの書き込み完了から点灯開始までの待ち時間および点灯期間の長さ
を制御することが望ましい。
【００２４】
　また更に、この場合において、２次元画像と３次元画像のいずれが画面上に表示される
場合にも、信号線駆動部、書込制御線駆動部及び電源供給制御部は、共通の駆動タイミン
グで動作することが望ましい。
【００２５】
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　また更に、この場合において、スキャンクロックの周期は、水平走査周期と一致するよ
うに設定されることが望ましい。
【００２６】
　また、発明者らは、前述した動作条件を満たす駆動回路を内蔵する半導体集積回路を提
案する。また、発明者らは、前述した動作条件を満たす画素アレイ部の駆動方法を提案す
る。また、発明者らは、前述した表示パネルモジュールを搭載した電子機器を提案する。
ここでの電子機器には、表示パネルモジュールと、システム全体の動作を制御するシステ
ム制御部と、システム制御部に対する操作入力を受け付ける操作入力部とが含まれる。
【発明の効果】
【００２７】
　発明者らの提案する発明の場合、２次元画像と３次元画像のいずれを表示する場合にも
、各駆動回路を共通の駆動タイミングで動作させることができる。また、同じスキャンク
ロックを用いて、信号線に出現する電位のサブ画素への書き込みと、サブ画素に対する駆
動電源の供給と停止を制御することができる。このため、従来技術のように、２次元画像
用の駆動回路と３次元画像用の駆動回路を別々に用意する必要がない。また、発明者らの
提案する発明の場合、２次元画像か３次元画像かの判定動作も不要である。従って、従来
技術を採用する表示パネルモジュールに比して製造コストの低減を図ることができる。さ
らには、液晶シャッター付き眼鏡を装着したままであっても、２次元画像を視聴する上で
の画質劣化や特性劣化などの不都合は基本的に発生しない。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】２次元画像と３次元画像の両方を表示できる画像システムの概念図を示す図であ
る。
【図２】３次元画像の視認に使用する液晶シャッター付き眼鏡の動作態様を説明する図で
ある。
【図３】液晶シャッター付き眼鏡の電子機能部分の等価回路を示す図である。
【図４】２次元画像と３次元画像の駆動技術を説明する図である（従来例）。
【図５】３次元画像の表示時における水平ライン別の処理タイミングと表示期間との関係
を説明する図である（従来例）。
【図６】有機ＥＬパネルモジュールの外観構成例を示す図である。
【図７】有機ＥＬパネルモジュールのシステム構造の第１の形態例を説明する図である。
【図８】画素配列を説明する図である。
【図９】サブ画素の画素構造例を説明する図である。
【図１０】信号線駆動部の回路構成例を示す図である。
【図１１】信号線の駆動波形例を示す図である。
【図１２】書込制御線駆動部の回路構成例を示す図である。
【図１３】電源制御線駆動部の回路構成の第１の形態例を示す図である。
【図１４】２次元画像と３次元画像の駆動技術を説明する図である。
【図１５】サブ画素の駆動波形例と内部電位の関係を示す図である。
【図１６】サブ画素の駆動波形例と内部電位の関係を示す図である。
【図１７】点灯開始までの待ち時間と水平ラインとの関係を説明する図である。
【図１８】３次元画像の表示時における水平ライン別の処理タイミングと表示期間との関
係を説明する図である（形態例）。
【図１９】点灯動作時に対応するサブ画素の等価回路を示す図である。
【図２０】非発光期間中の消灯動作時に対応するサブ画素の等価回路を示す図である。
【図２１】非発光期間中の初期化動作時に対応するサブ画素の等価回路を示す図である。
【図２２】非発光期間中の初期化動作時に対応するサブ画素の等価回路を示す図である。
【図２３】非発光期間中の閾値補正動作時に対応するサブ画素の等価回路を示す図である
。
【図２４】閾値補正動作の完了時点に対応するサブ画素の等価回路を示す図である。
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【図２５】閾値補正動作の完了から信号電位の書込開始までの動作に対応するサブ画素の
等価回路を示す図である。
【図２６】信号電位の書き込み動作時に対応するサブ画素の等価回路を示す図である。
【図２７】移動度補正動作時に対応するサブ画素の等価回路を示す図である。
【図２８】点灯開始までの待ち時間に対応するサブ画素の等価回路を示す図である。
【図２９】点灯開始後に対応するサブ画素の等価回路を示す図である。
【図３０】有機ＥＬパネルモジュールのシステム構造の第２の形態例を説明する図である
。
【図３１】電源制御線駆動部の回路構成の第２の形態例を示す図である。
【図３２】３次元画像の表示時における水平ライン別の処理タイミングと表示期間との関
係を説明する図である。
【図３３】有機ＥＬパネルモジュールのシステム構造の第３の形態例を説明する図である
。
【図３４】電源制御線駆動部の回路構成の第３の形態例を示す図である。
【図３５】有機ＥＬパネルモジュールのシステム構造の第４の形態例を説明する図である
。
【図３６】電源制御線駆動部の回路構成の第４の形態例を示す図である。
【図３７】サブ画素の他の回路構成例を説明する図である。
【図３８】サブ画素の他の回路構成例を説明する図である。
【図３９】電子機器の概念構成例を示す図である。
【図４０】電子機器の商品例を示す図である。
【図４１】電子機器の商品例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、発明を、アクティブマトリクス駆動型の有機ＥＬパネルモジュールに適用する場
合について、以下に示す順番で説明する。
（Ａ）有機ＥＬパネルモジュールの外観構成
（Ｂ）形態例１（異なるシフトクロックを用いて発光期間と非発光期間の制御を行う形態
例）
（Ｃ）形態例２（同じシフトクロックを用いて発光期間と非発光期間の制御を行う形態例
１）
（Ｄ）形態例３（同じシフトクロックを用いて発光期間と非発光期間の制御を行う形態例
２）
（Ｅ）他の形態例
【００３０】
　なお、本明細書で特に図示又は記載されない部分には、当該技術分野の周知又は公知技
術を適用する。また以下に説明する形態例は、発明の一つの形態例であって、これらに限
定されるものではない。
【００３１】
（Ａ）外観構成
　この明細書では、表示パネルモジュールを２種類の意味で使用する。一つは、画素アレ
イ部と駆動回路（例えば信号線駆動部、書込制御線駆動部、電源制御線駆動部等）とを、
半導体プロセスを用いて基板上に形成する表示パネルモジュールである。もう一つは、特
定用途向けＩＣとして製造された駆動回路を画素アレイ部が形成された基板上に実装する
表示パネルモジュールである。
【００３２】
　図６に、有機ＥＬパネルモジュールの外観構成例を示す。有機ＥＬパネルモジュール２
１は、支持基板２３のうち画素アレイ部の形成領域に対向基板２５を貼り合わせた構造を
有している。
　支持基板２３は、ガラス、プラスチックその他の基材で構成される。対向基板２５も、
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ガラス、プラスチックその他の透明部材を基材とする。
【００３３】
　対向基板２５は、封止材料を挟んで支持基板２３の表面を封止する部材である。
　なお、基板の透明性は光の射出側だけ確保されていれば良く、他方の基板側は不透性の
基板でも良い。この他、有機ＥＬパネルモジュール２１には、外部信号や駆動電源を入力
するためのＦＰＣ（フレキシブルプリントサーキット）２７が配置される。
【００３４】
（Ｂ）形態例１
（Ｂ－１）システム構成
　図７に、この形態例に係る有機ＥＬパネルモジュール３１のシステム構成例を示す。
　図７に示す有機ＥＬパネルモジュール３１は、画素アレイ部３３と、その駆動回路であ
る信号線駆動部３５、書込制御線駆動部３７、電源制御線駆動部３９及びタイミングジェ
ネレータ４１で構成される。このうち、電源制御線駆動部３９は、特許請求の範囲におけ
る「電源供給制御部」に対応する。
【００３５】
（ａ）画素アレイ部
　この形態例の場合、画素アレイ部３３には、ホワイトユニットを構成する１画素が、画
面内の垂直方向と水平方向についてそれぞれ規定の解像度で配置される。図８に、ホワイ
トユニットを構成するサブ画素５１の配列構造を示す。図８に示すように、ホワイトユニ
ットは、Ｒ（赤）画素５１、Ｇ（緑）画素５１、Ｂ（青）画素５１の集合体として構成さ
れる。
【００３６】
　画素アレイ部３３の垂直解像度をＭ、水平解像度をＮとすると、画素アレイ部３３の総
サブ画素数は、Ｍ×Ｎ×３で与えられる。
　図９では、画素アレイ部３３を構成する画素構造の最小単位であるサブ画素５１とその
駆動回路部との接続関係を表している。
【００３７】
　この形態例の場合、サブ画素５１は、図９に示すように、Ｎチャネル型の薄膜トランジ
スタＮ１、Ｎ２、Ｎ３と、階調情報を保持する保持容量Ｃｓと、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤと
で構成される。因みに、薄膜トランジスタＮ１は、信号線ＤＴＬに出現する電位（以下、
「信号線電位」という。）の書き込みを制御するスイッチ素子である。以下、薄膜トラン
ジスタＮ１をサンプリングトランジスタＮ１という。
【００３８】
　また、薄膜トランジスタＮ２は、保持容量Ｃｓに保持される電位に応じた大きさの駆動
電流を有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに供給するスイッチ素子である。以下、薄膜トランジスタＮ
２を駆動トランジスタＮ２という。
　また、薄膜トランジスタＮ３は、駆動トランジスタＮ２の一方の主電極に対する駆動電
圧ＶＤＤの供給と供給停止を制御するスイッチ素子である。以下、薄膜トランジスタＮ３
を電源制御トランジスタＮ３という。
【００３９】
（ｂ）信号線駆動部の構成
　信号線駆動部３５は、信号線ＤＴＬを駆動する回路デバイスである。個々の信号線ＤＴ
Ｌは、画面の垂直方向（Ｙ方向）に延びるように配線され、画面の水平方向（Ｘ方向）に
３×Ｎ本配置される。この形態例の場合、信号線駆動部３５は、信号線ＤＴＬを閾値補正
電位Ｖofs_L、初期化電位Ｖofs_H、信号電位Ｖsigの３値で駆動する。
【００４０】
　なお、閾値補正電位Ｖofs_Lは、例えば画素階調の黒レベルに対応する電位である。閾
値補正電位Ｖofs_Lは、駆動トランジスタＮ２が有する閾値電圧Ｖthのバラツキを補正す
る動作（以下、「閾値補正動作」という。）に用いられる。
　また、初期化電位Ｖofs_Hは、保持容量Ｃｓの保持電圧をキャンセルするための電位で
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ある。このように、保持容量Ｃｓの保持電圧をキャンセルする動作を、以下では、初期化
動作という。
【００４１】
　因みに、初期化電位Ｖofs_Hは、画素階調に対応する信号電位Ｖsigが採り得る最大値よ
りも高電位に設定されている。これにより、前フレーム期間の信号電位Ｖsigがどのよう
な電位で与えら得たとしても、保持電圧をキャンセルすることが可能になる。
　また、この形態例における信号線駆動部３５は、２次元画像の表示時にも３次元画像の
表示時にも、同じ駆動タイミングで動作する。
【００４２】
　図１０に、信号線駆動部３５の内部構成例を示す。信号線駆動部３５は、シフトレジス
タ６１、ラッチ部６３、ディジタル／アナログ変換回路６５、バッファ回路６７、セレク
タ６９で構成される。
　シフトレジスタ６１は、クロック信号ＣＫに基づいて、画素データＤinの取り込みタイ
ミングを与える回路デバイスである。この形態例の場合、シフトレジスタ６１は、少なく
とも信号線ＤＴＬの本数に対応する３×Ｎ個の遅延段で構成される。従って、クロック信
号ＣＫは、１水平走査期間内に３×Ｎ発のパルスを有するものを使用する。
【００４３】
　ラッチ部６３は、シフトレジスタ６１から出力されるタイミング信号に基づいて、画素
データＤinを対応する記憶領域に取り込む記憶回路である。
　ディジタル／アナログ変換回路６５は、ラッチ部６３に取り込まれた画素データＤinを
、アナログの信号電圧Ｖsigに変換する回路デバイスである。なお、ディジタル／アナロ
グ変換回路６５の変換特性は、Ｈレベル基準電位Ｖref_HとＬレベル基準電位Ｖref_Lによ
って規定される。
【００４４】
　バッファ回路６７は、信号振幅をパネル駆動に適した信号レベルに変換する回路デバイ
スである。
　セレクタ６９は、画素階調に対応する信号電位Ｖsigと、閾値補正電位Ｖofs_Lと、初期
化電位Ｖofs_Hとのいずれか一つを、１水平走査期間内に選択的に出力する回路デバイス
である。図１１に、セレクタ６９による信号線電位の出力例を示す。この形態例の場合、
セレクタ６９は、初期化電位Ｖofs_H→閾値補正電位Ｖofs_L→信号電位Ｖsigの順番に出
力する。
【００４５】
（ｃ）書込制御線駆動部の構成
　書込制御線駆動部３７は、書込制御線ＷＳＬを通じて、信号線電位のサブ画素５１への
書き込みを線順次に制御する駆動デバイスである。なお、書込制御線ＷＳＬは、画面の水
平方向（Ｘ方向）に延びるように配線され、画面の垂直方向（Ｙ方向）にＭ本配置される
。
【００４６】
　書込制御線駆動部３７は、水平ライン単位で、初期化動作と、閾値補正動作と、信号電
位書込み動作と、移動度補正動作の実行タイミングを指定する回路デバイスである。この
形態例における書込制御線駆動部３７の場合も、２次元画像の表示時にも３次元画像の表
示時にも、同じ駆動タイミングで動作する。
【００４７】
　図１２に、書込制御線駆動部３７の回路構成例を示す。書込制御線駆動部３７は、セッ
ト用シフトレジスタ７１と、リセット用シフトレジスタ７３と、論理ゲート７５、バッフ
ァ回路７７とで形成される。
【００４８】
　セット用シフトレジスタ７１は、垂直解像度に対応するＭ個の遅延段で構成される。セ
ット用シフトレジスタ７１は、水平走査クロックに同期した第１のシフトクロックＣＫ１
に基づいて動作し、第１のシフトクロックＣＫ１が入力される度、次段の遅延段にセット
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パルスを転送する。なお、転送開始タイミングは、スタートパルスｓｔ１により与えられ
る。
【００４９】
　リセット用シフトレジスタ７３も、垂直解像度に対応するＭ個の遅延段で構成される。
同じく、リセット用シフトレジスタ７３は、水平走査クロックに同期した第１のシフトク
ロックＣＫ１に基づいて動作し、第１のシフトクロックＣＫ１が入力される度、次段の遅
延段にリセットパルスを転送する。また、転送開始タイミングは、スタートパルスｓｔ２
によって与えられる。
【００５０】
　論理ゲート７５は、セットパルスの入力からリセットパルスの入力までをパルス幅とす
るパルス信号を発生する回路デバイスである。論理ゲート７５は、書込制御線ＷＳＬの本
数だけ配置される。なお、１水平走査期間内に複数回の書込タイミングを与える必要がる
場合には、複数回の書込タイミングを与えるパルス波形と、セットパルスとリセットパル
スで規定されるパルス信号との論理積波形を求めれば良い。この場合、セットパルスとリ
セットパルスは、複数回の書込タイミングを出力する水平ラインを特定する役割を果たす
。
【００５１】
　バッファ回路７７は、ロジックレベルの制御パルスを駆動レベルの制御パルスにレベル
変換する回路デバイスである。このバッファ回路７７には、書込制御線ＷＳＬに接続され
るＮ個のサブ画素を同時に駆動できる能力が要求される。
【００５２】
（ｄ）電源制御線駆動部の構成
　電源制御線駆動部３９は、電源制御線ＤＳＬを通じて、サブ画素５１に対する駆動電源
ＶＤＤの供給と供給停止を制御する駆動デバイスである。なお、電源制御線ＤＳＬは画面
の水平方向（Ｘ方向）に延びるように配線され、画面の垂直方向（Ｙ方向）にＭ本配置さ
れる。
【００５３】
　電源制御線駆動部３９は、非発光期間のうち閾値補正動作や移動度補正動作の実行期間
について駆動電源ＶＤＤを供給するように動作する。なお、この制御動作は、書込制御線
駆動部３７の書込制御動作と同期して実行される。従って、非発光期間における電源制御
線駆動部３９の動作は、水平走査クロックに同期した第１のシフトクロックＣＫ１に基づ
いて実行される。
【００５４】
　また、電源制御線駆動部３９は、発光期間のうち有機ＥＬ素子ＯＬＥＤを点灯制御する
期間についてのみ駆動電源ＶＤＤを供給するように動作する。この形態例の場合、電源制
御線駆動部３９による発光期間中の制御動作は、非発光期間時のスキャン速度よりも高速
のスキャン速度で実行される。すなわち、第１のシフトクロックＣＫ１よりも高速の第２
のシフトクロックＣＫ２を用いて実行される。
【００５５】
　このように、発光期間における制御パルスのスキャン速度を上げるのは、画面上端部の
点灯開始（表示開始）から画面下端部の点灯終了（表示終了）までの期間長を従来手法に
比して圧縮するためである。なお、第１のシフトクロックＣＫ１に対する第２のシフトク
ロックＣＫ２の比率を高めるほど、画面内の上下間での発光期間の広がりを圧縮すること
ができる。
【００５６】
　この形態例の場合、第２のシフトクロックＣＫ２は、第１のシフトクロックＣＫ１（１
水平走査クロック）の2.77倍に設定する。
　この形態例における電源制御線駆動部３９の場合も、２次元画像の表示時にも３次元画
像の表示時にも、同じ駆動タイミングで動作する。
【００５７】
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　図１３に、電源制御線駆動部３９の回路構成例を示す。電源制御線駆動部３９は、非発
光期間用の回路段と、発光期間用の回路段と、これら期間別の制御パルスを選択的に出力
する回路段と、ロジックレベルの制御パルスを駆動レベルの制御パルスに変換する回路段
とで構成される。
【００５８】
　このうち、非発光期間用の回路段は、セット用シフトレジスタ８１と、リセット用シフ
トレジスタ８３と、論理ゲート８５で形成される。
　セット用シフトレジスタ８１は、垂直解像度に対応するＭ個の遅延段で構成される。セ
ット用シフトレジスタ８１は、水平走査クロックに同期した第１のシフトクロックＣＫ１
に基づいて動作し、第１のシフトクロックＣＫ１が入力される度、次段の遅延段にセット
パルスを転送する。なお、転送開始タイミングは、スタートパルスｓｔ１１により与えら
れる。
【００５９】
　リセット用シフトレジスタ８３も、垂直解像度に対応するＭ個の遅延段で構成される。
同じく、リセット用シフトレジスタ８３は、水平走査クロックに同期した第１のシフトク
ロックＣＫ１に基づいて動作し、第１のシフトクロックＣＫ１が入力される度、次段の遅
延段にリセットパルスを転送する。また、転送開始タイミングは、スタートパルスｓｔ１
２によって与えられる。
【００６０】
　論理ゲート８５は、セットパルスの入力からリセットパルスの入力までをパルス幅とす
るパルス信号を発生する回路デバイスである。論理ゲート８５は、電源制御線ＤＳＬの本
数だけ配置される。
　なお、１水平走査期間の途中にパルス信号のエッジを設定したい場合には、当該エッジ
のタイミングを与えるパルス波形と、セットパルスとリセットパルスとで生成されるパル
ス信号との論理積波形を求めれば良い。
【００６１】
　同様に、発光期間用の回路段は、セット用シフトレジスタ９１と、リセット用シフトレ
ジスタ９３と、論理ゲート９５で形成される。
　セット用シフトレジスタ９１は、垂直解像度に対応するＭ個の遅延段で構成される。セ
ット用シフトレジスタ９１は、水平走査クロックよりも高速の第２のシフトクロックＣＫ
２に基づいて動作し、第２のシフトクロックＣＫ２が入力される度、次段の遅延段にセッ
トパルスを転送する。なお、転送開始タイミングは、スタートパルスｓｔ１３により与え
られる。
【００６２】
　リセット用シフトレジスタ９３も、垂直解像度に対応するＭ個の遅延段で構成される。
同じく、リセット用シフトレジスタ９３は、水平走査クロックよりも高速の第２のシフト
クロックＣＫ２に基づいて動作し、第２のシフトクロックＣＫ２が入力される度、次段の
遅延段にリセットパルスを転送する。また、転送開始タイミングは、スタートパルスｓｔ
１４によって与えられる。
【００６３】
　論理ゲート９５は、セットパルスの入力からリセットパルスの入力までをパルス幅とす
るパルス信号を発生する回路デバイスである。論理ゲート９５は、電源制御線ＤＳＬの本
数だけ配置される。
　なお、１水平走査期間の途中にパルス信号のエッジを設定したい場合には、当該エッジ
のタイミングを与えるパルス波形と、セットパルスとリセットパルスとで生成されるパル
ス信号との論理積波形を求めれば良い。
【００６４】
　これら２つの処理期間用に設けられた回路部からのパルス信号の切り替えは、スイッチ
回路１０１が実行する。スイッチ回路１０１は、非発光期間の間、論理ゲート８５から入
力されるパルス信号を選択し、発光期間の間、論理ゲート９５から入力されるパルス信号
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を選択する。なお、パルス信号の選択の切り替えは、不図示の切り替え信号により実現す
る。もっとも、論理ゲート９５のパルス信号を切り替え信号に用いることもできる。
【００６５】
　すなわち、論理ゲート９５の論理レベルの切り替わりに連動させる手法を採用する。勿
論、論理ゲート９５から入力されるパルス信号がＨレベルに切り替わると、当該パルス信
号が選択され、Ｌレベルに切り替わると、論理ゲート８５から入力されるパルス信号を選
択するようにする。
【００６６】
　このスイッチ回路１０１の後段には、バッファ回路１０３が配置される。バッファ回路
１０３は、ロジックレベルの電源制御信号を駆動レベルの電源制御信号にレベル変換する
回路デバイスである。このバッファ回路１０３には、電源制御線ＤＳＬに接続されるＮ個
のサブ画素を同時に駆動できる能力が要求される。
【００６７】
（ｅ）タイミングジェネレータ４１の構成
　タイミングジェネレータ４１は、有機ＥＬパネルモジュール３１の駆動に必要なタイミ
ング制御信号やクロックを発生する回路デバイスである。例えばクロック信号ＣＫ、第１
のシフトクロックＣＫ１、第２のシフトクロックＣＫ２、スタートパルスｓｔ１、ｓｔ２
、ｓｔ１１、ｓｔ１２、ｓｔ１３、ｓｔ１４等を発生する。
【００６８】
　（Ｂ－２）駆動動作
（ａ）表示スケジュールの概要
　以下では、この形態例に係る有機ＥＬパネルモジュール３１の表示スケジュールについ
て説明する。この形態例の場合、有機ＥＬパネルモジュール３１には、６０フレーム／秒
の画像ストリームが与えられる場合を想定する。すなわち、２次元画像用の画像ストリー
ムも３次元画像用の画像ストリームも、６０フレーム／秒で撮影又は生成される場合を想
定する。
【００６９】
　図１４に、この形態例で想定する画像ストリームの表示スケジュールを示す。図１４に
示すように、この形態例の場合、入力される画像ストリームの種類の違いによらず、１２
０フレーム／秒で表示する駆動方式を採用する。すなわち、１／６０[秒]間に２フレーム
を表示する駆動方式を採用する。
【００７０】
　図１４（Ａ）は、２次元画像の表示スケジュールである。２次元画像の場合、１／６０
[秒]単位で与えられる表示期間の前半期間と後半期間に、同じ画像内容のフレーム画像を
表示する。すなわち、Ｆ１→Ｆ１→Ｆ２→Ｆ２→Ｆ３→Ｆ３→Ｆ４→Ｆ４…というように
、フレーム画像を２回ずつ表示する。もっとも、表示期間のうち後半期間には、入力画像
を動き補償した画像を挿入しても良い。動き補償された画像を挿入することで、動画像の
表示品質を高めることができる。この表示は、いわゆる倍速表示技術に対応する。
【００７１】
　図１４（Ｂ）は、３次元画像の表示スケジュールである。３次元画像の場合、１／６０
[秒]単位で与えられる表示期間の前半期間に左眼用画像Ｌを表示し、後半期間に右眼用画
像Ｒを表示する。すなわち、Ｌ１→Ｒ１→Ｌ２→Ｒ２→Ｌ３→Ｒ３→Ｌ４→Ｒ４…という
ように、左眼用と右眼用の画像を交互に表示する。
【００７２】
（ｂ）駆動タイミングの概要
　図１５と図１６に、画素アレイ部３３を構成するある水平ライン上のサブ画素５１に着
目した駆動信号波形と駆動トランジスタＮ２の電位変化との関係を示す。なお、図１５は
先頭行に位置する水平ラインの動作に対応し、図１６は最終行に位置する水平ラインの動
作に対応する。２つの動作の違いは、後述するように、非発光期間の終了後に出現する点
灯期間までの待ち時間Ｔ１とＴＭの長さの違いである。
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【００７３】
　ここで、図１５（Ａ）及び図１６（Ａ）は、着目するサブ画素５１に対応する書込制御
線ＷＳＬの駆動波形である。
　図１５（Ｂ）及び図１６（Ｂ）は、信号線ＤＴＬの駆動波形である。図１５（Ｃ）及び
図１６（Ｃ）は、対応する電源制御線ＤＳＬの駆動波形である。図１５（Ｄ）及び図１６
（Ｄ）は、駆動トランジスタＮ２のゲート電位Ｖｇの波形である。図１５（Ｅ）及び図１
６（Ｅ）は、駆動トランジスタＮ２のソース電位Ｖｓの波形である。
【００７４】
　図１５及び図１６に示すように、有機ＥＬパネルモジュール３１の駆動動作は、非発光
期間中の駆動動作と発光期間中の駆動動作とに分けることができる。
　非発光期間では、初期化動作と、サブ画素５１に対する信号電位Ｖsigの書込動作と、
駆動トランジスタＮ２の特性バラツキを補正する動作（閾値補正動作と移動度補正動作）
とが実行される。
【００７５】
　発光期間では、非発光期間に書き込まれた信号電位Ｖsigに基づいて、有機ＥＬ素子Ｏ
ＬＥＤを点灯させる動作と、当該点灯を一時的に停止させる動作（すなわち、消灯動作）
とが実行される。この形態例の場合、消灯動作が実行されるタイミングと期間長は、水平
ライン毎に異なるように設定される。その理由は、点灯期間を与えるパルス信号のスキャ
ン速度と、非発光期間の制御タイミングを与える制御パルスのスキャン速度との違いを吸
収する必要があるためである。
【００７６】
　図１７に、この速度調整のために設けられる待ち時間と水平ラインとの関係を示す。な
お、図１７では、対応関係が明確になるように水平ライン数が“５”の場合について示し
ている。因みに、図１７（Ａ）は、左眼用画像Ｌと右眼用画像Ｒの入力タイミングを示し
ている。図１７（Ｂ）は、入力画像データと水平ラインとの対応関係を表している。破線
の位置が水平ライン１～５に対応する。
【００７７】
　図１７（Ｃ）は、各水平ラインに対応する非発光期間の終了時から点灯開始までの待ち
時間Ｔ１～Ｔ５の関係を示している。図より分かるように、非発光期間の関係から最初に
点灯期間が開始する水平ライン１の待ち時間Ｔ１が最長となり、最後に点灯期間が開始す
る水平ライン５の待ち時間Ｔ５が最小（ゼロを含む）となる。なお、水平ライン２、３、
４に対しては、Ｔ１とＴ５の差分を均等に分割した待ち時間Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４を割り当て
る。
【００７８】
　このような待ち時間Ｔを自由に定めることができるのは、有機ＥＬパネルモジュールに
おける点灯開始タイミングと点灯期間長を、電源制御線ＤＳＬの制御によって自由に設定
できるためである。
【００７９】
　図１７（Ｄ）は、左眼用画像Ｌと右眼用画像Ｒの表示タイミングを示している。図に示
すように、左眼用画像Ｌと右眼用画像Ｒの表示期間は重複していない。また、各表示期間
の間には、空き時間も存在する。従って、この空き時間の間に、液晶シャッターの開閉が
切りかえられれば、左右の眼に必要な画像のみを入力させることができる。
【００８０】
　図１８に、前述した駆動タイミングの関係を具体的な数値例で示す。図１８（Ａ）は、
１フレーム期間を与える垂直同期パルスの波形図である。この形態例の場合、垂直同期パ
ルスは、１秒間に１２０フレームを表示させるように与えられる。従って、この形態例に
場合、垂直同期パルスから垂直同期パルスまでの期間長（１フレーム長）は、８．３３ｍ
ｓで与えられる。
【００８１】
　図１８（Ｂ）は、画像ストリームを表す図である。図では、第１フレームを構成する左
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眼用画像Ｌ１と右眼用画像Ｒ１と、第２フレームを構成する左眼用画像Ｌ２の一部が表さ
れている。図に示すように、各フレーム画像は、垂直同期パルスと垂直同期パルスの間に
入力される。
【００８２】
　図１８（Ｃ）は、書込制御線ＷＳＬを駆動する制御パルスのスキャン動作を示す図であ
る。図に示すように、制御パルスは、第１のシフトクロックＣＫ１に基づいて線順次にシ
フト駆動される。この形態例の場合、第１のシフトクロックＣＫ１として、例えば、水平
走査クロックが用いられる。
【００８３】
　図１８（Ｄ）は、各水平ラインの非発光期間と、発光期間中の点灯期間と消灯期間の配
置関係を説明する図である。図中、白抜きで示す区間が非発光期間である。また、図中、
塗り潰し区間が消灯期間である。一方、斜線網掛け期間が点灯期間である。図に示すよう
に消灯期間は、点灯期間の前後に配置される。このうち、点灯期間の前方に設けられる消
灯期間の長さが前述した待ち時間Ｔである。
【００８４】
　図１８に示すように、各水平ラインの待ち時間Ｔは、先頭行である水平ライン１の待ち
時間Ｔ１が最長になり、最終行である水平ラインＭの待ち時間ＴＭが最短になる。なお、
点灯期間の後方に設けられる消灯期間は、この反対に、先頭行である水平ライン１の消灯
期間が最短になり、最終行である水平ラインＭの消灯期間が最長になる。このように、点
灯期間の前後に消灯期間を配置するのは、各水平ラインの点灯期間長を同じ長さにするた
めである。すなわち、水平ライン間で輝度差が生じないようにするためである。
【００８５】
　図１８（Ｄ）の場合、点灯期間のスキャン速度（すなわち、第２のシフトクロックＣＫ
２）は、第１のシフトクロックＣＫ１の2.77倍である。この関係は、点灯期間の傾きを示
す太い破線の矢印の傾きが、白抜きで示す非発光期間の境界線の傾きよりも急峻であるこ
とからも分かる。この関係が、フレーム画像の表示期間（先頭行の点灯開始から最終行の
点灯終了までの期間）を圧縮させる効果を発揮する。この形態例の場合、各水平ラインの
点灯期間長は、１フレーム期間の４６％であり、3.832ｍｓである。
【００８６】
　また、左眼用画像Ｌ１の表示期間と右眼用画像Ｒ１の表示期間の間には、1.5ｍｓの空
き時間が確保される。なお、この空き時間は、液晶シャッターの開閉制御に必要な時間分
だけ確保されれば良い。従って、必要最小限の空き時間さえ確保されれば、点灯期間の長
さやスキャン速度（第２のシフトクロックＣＫ２）を自由に調整することができる。
【００８７】
（ｃ）駆動動作の詳細
　以下では、サブ画素内の駆動状態を詳細に説明する。なお、その駆動タイミングと駆動
トランジスタＮ２の電位状態の変化は、前述した図１５及び図１６を参考に説明する。
【００８８】
（ｃ－１）発光期間内の点灯動作
　図１９に、発光期間におけるサブ画素内の動作状態を示す。このとき、書込制御線ＷＳ
ＬはＬレベルであり、サンプリングトランジスタＮ１はオフ状態に制御されている。この
ため、駆動トランジスタＮ２のゲート電極は、フローティング状態に制御されている。
【００８９】
　一方、電源制御線ＤＳＬはＨレベルであり、電源制御トランジスタＮ３はオン状態に制
御されている。これにより、駆動トランジスタＮ２は、飽和領域で動作する状態に制御さ
れる。すなわち、駆動トランジスタＮ２は、保持容量Ｃｓに保持される電圧に応じた駆動
電流を有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに供給する定電流源として動作する。かくして、有機ＥＬ素
子ＯＬＥＤは、画素階調に応じた輝度で発光する。この動作が、発光期間中の全てのサブ
画素５１について実行される。
【００９０】
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（ｃ－２）非発光期間内の消灯動作
　発光期間が終了すると、非発光期間が開始する。非発光期間では、まず、有機ＥＬ素子
ＯＬＥＤを消灯する動作が実行される。
　図２０に、消灯動作時におけるサブ画素内の動作状態を示す。消灯動作では、電源制御
線ＤＳＬがＬレベルに切り替わり、電源制御トランジスタＮ３がオフ制御される。なお、
サンプリングトランジスタＮ１のオフ状態は維持されたままである。
【００９１】
　この動作により、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに対する駆動電流の供給は停止される。これに
伴い、電流駆動素子である有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは消灯する。同時に、有機ＥＬ素子ＯＬ
ＥＤの両電極間の電圧も、閾値電圧Ｖth(oled)まで低下する。これにより、駆動トランジ
スタＮ２のソース電位Ｖｓは、カソード電位Ｖcatに閾値電圧Ｖth(oled)を加算した電位
まで低下する。また、ソース電位の低下に伴い、駆動トランジスタＮ２のゲート電位Ｖｇ
も低下する。なお、この時点の保持容量Ｃｓには、前フレームの階調情報が未だ保持され
ている。
【００９２】
（ｃ－３）非発光期間内の初期化動作
　次に、前フレームの階調情報を初期化する初期化動作が実行される。
　図２１に、初期化動作時におけるサブ画素内の動作状態を示す。初期化タイミングが到
来すると、書込制御線ＷＳＬはＨレベルに制御され、サンプリングトランジスタＮ１はオ
ン状態に切り替わる。また、このサンプリングトランジスタＮ１のオン動作に同期して、
信号線ＤＴＬには初期化電位Ｖofs_Hが印加される。これにより、駆動トランジスタＮ２
のゲート電位Ｖｇには、初期化電位Ｖofs_Hが書き込まれる（図１５（Ｄ）、図１６（Ｄ
））。
【００９３】
　このゲート電位Ｖｇの上昇に伴い、駆動トランジスタＮ２のソース電位Ｖｓも上昇する
（図１５（Ｅ）、図１６（Ｅ））。すなわち、ソース電位Ｖｓは、カソード電位Ｖcatに
閾値電圧Ｖth(oled)を加算した電位よりも高くなる。これにより、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ
はオン状態になる。ただし、電源制御トランジスタＮ３はオフ状態のままであるので、有
機ＥＬ素子ＯＬＥＤは、駆動トランジスタＮ２のソース電極から電荷を引き抜くように動
作する。やがて、駆動トランジスタＮ２のソース電位Ｖｓは、再び、Ｖcat＋Ｖth(oled)
に遷移する。
【００９４】
　この結果、保持容量Ｃｓには、“Ｖofs_H”と“Ｖcat＋Ｖth(oled)”との差分で与えら
れる電圧（すなわち、初期化電圧）が書き込まれる。この動作が初期化動作である。
　なお、この初期化動作の過程では、前述したように、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤが一瞬発光
可能な状態になるが、発光しても低輝度な上に発光期間もごく短時間であるので、画像品
質への影響はない。
【００９５】
　また、保持容量Ｃｓに初期化電圧が書き込まれると、信号線ＤＴＬの電位は、初期化電
位Ｖofs_Hから閾値補正電位Ｖofs_Lに切り替わる。図２２に、この時点におけるサブ画素
内の動作状態を示す。このとき、サンプリングトランジスタＮ１はオン制御されたままで
ある。これにより、駆動トランジスタＮ２のゲート電位Ｖｇは、初期化電位Ｖofs_Hから
閾値補正電位Ｖofs_Lに押し下げられる（図１５（Ｄ）、図１６（Ｄ））。
【００９６】
　また、このゲート電位Ｖｇの電位変化に連動して、駆動トランジスタＮ２のソース電位
Ｖｓも押し下げられる（図１５（Ｅ）、図１６（Ｅ））。保持容量Ｃｓに初期化電圧が保
持されているためである。もっとも、この押し下げ時に、保持容量Ｃｓの保持電圧は、初
期化電圧からわずかに圧縮される。なお、初期化終了時点における保持容量Ｃｓの保持電
圧は、駆動トランジスタＮ２の閾値電圧Ｖthよりも十分大きい電圧に保持されている。以
上の動作により、駆動トランジスタＮ２の閾値電圧Ｖthのバラツキを補正するための準備
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が完了する。
【００９７】
（ｃ－４）非発光期間内の閾値補正動作
　次に、閾値補正動作が開始される。図２３に、閾値補正動作時におけるサブ画素内の動
作状態を示す。閾値補正動作は、電源制御線ＤＳＬがＨレベルに制御され、電源制御トラ
ンジスタＮ３がオン制御されることにより開始される。
　この開始時点において、駆動トランジスタＮ２のゲート・ソース間電圧Ｖｇｓは、バラ
ツキを考慮しても閾値電圧Ｖthより広くなっている。従って、電源制御トランジスタＮ３
のオン制御に伴い、駆動トランジスタＮ２もオン状態に切り換わる。
【００９８】
　これに伴い、駆動トランジスタＮ２を通じて保持容量Ｃｓと有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに寄
生する容量成分を充電するように電流が流れ始める。
　この充電動作に伴い、駆動トランジスタＮ２のソース電位Ｖｓは徐々に上昇する。なお
、駆動トランジスタＮ２のゲート電位Ｖｇは閾値補正電位Ｖofs_Lに固定されている。従
って、電源制御トランジスタＮ３がオン制御されている間、駆動トランジスタＮ２のゲー
ト・ソース間電圧Ｖｇｓは初期化電圧から徐々に縮まっていく（図１５（Ｄ），（Ｅ）、
図１６（Ｄ），（Ｅ））。
【００９９】
　やがて、駆動トランジスタＮ２のゲート・ソース間電圧Ｖｇｓが閾値電圧Ｖthに達する
と、駆動トランジスタＮ２は自動的にカットオフ動作する。図２４に、駆動トランジスタ
Ｎ２が自動的にカットオフした時点におけるサブ画素内の動作状態を示す。このとき、駆
動トランジスタＮ２のゲート電極に対する閾値補正電位Ｖofs_Lの書き込みは継続してい
る。また、駆動トランジスタＮ２のソース電位Ｖｓは、Ｖofs_L－Ｖthで与えられる。こ
れにより、閾値補正動作が完了する。
【０１００】
　なお、“Ｖofs_L－Ｖth”は、“Ｖcat＋Ｖth(oled)”よりも低い電位になるように定め
られている。従って、この時点でも、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは消灯状態を維持する。
　さて、閾値補正動作が完了すると、図２５に示すように、サンプリングトランジスタＮ
１と電源制御トランジスタＮ３が同時にオフ制御される。このとき、駆動トランジスタＮ
２及び有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは共にオフ状態である。
　ここで、オフ電流の影響を無視すると、駆動トランジスタＮ２のゲート電位Ｖｇ及びソ
ースＶｓは、閾値補正動作が完了した時点における電位状態の保持状態を継続する。
【０１０１】
（ｃ－５）非発光期間内の信号電位書込み動作
　次に、信号電位Ｖsigの書込み動作が開始される。図２６に、信号電位Ｖsigの書込み動
作が実行された際のサブ画素内の動作状態を示す。この形態例の場合、この動作は、電源
制御トランジスタＮ３がオフ制御された状態で、サンプリングトランジスタＮ１をオン制
御することにより開始される。
【０１０２】
　なお、サンプリングトランジスタＮ１がオン状態に切り替わる前には、信号線ＤＴＬの
電位が信号電位Ｖsigに切り替わっている（図１５（Ａ）～（Ｃ），図１６（Ａ）～（Ｃ
））。
　この動作の開始に伴い、駆動トランジスタＮ２のゲート電位Ｖｇは、信号電位Ｖsigに
上昇する（図１５（Ｄ）、図１６（Ｄ））。すなわち、保持容量Ｃｓには、信号電位Ｖsi
gが書き込まれる。ただし、ゲート電位Ｖｇの上昇に伴い、駆動トランジスタＮ２のソー
ス電位Ｖｓもわずかながら上昇する（図１５（Ｅ）、図１６（Ｅ））。
【０１０３】
　このように信号電位Ｖsigが書き込まれると、駆動トランジスタＮ２のゲート・ソース
間電圧Ｖｇｓは、閾値電圧Ｖthよりも拡大してオン状態に切り替わる。ただし、電源制御
トランジスタＮ３がオフ状態であるので、駆動トランジスタＮ２が駆動電流を流すことは
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ない。従って、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの消灯状態は継続される。
【０１０４】
（ｃ－６）非発光期間内の移動度動作
　信号電位Ｖsigの書き込みが完了すると、駆動トランジスタＮ２の移動度μのバラツキ
を補正する動作が開始される。図２７に、この動作時におけるサブ画素内の動作状態を示
す。この動作は、電源制御トランジスタＮ３がオン制御されることにより開始される。
【０１０５】
　電源制御トランジスタＮ３のオン制御に伴い、駆動トランジスタＮ２にゲート・ソース
間電圧Ｖｇｓに応じた大きさの駆動電流が流れ始める。この駆動電流は、保持容量Ｃｓと
有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの寄生容量を充電するように流れる。すなわち、駆動トランジスタ
Ｎ２のソース電位Ｖｓが上昇する。なお、ソース電位Ｖｓが、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの閾
値電圧Ｖth(oled)を越えるまでは、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの消灯状態が維持される。
【０１０６】
　ところで、この移動度補正期間に流れる駆動電流は、ゲート・ソース間電圧Ｖｇｓが同
じでも、移動度μの大きい駆動トランジスタＮ２ほど大きく、移動度μが小さい駆動トラ
ンジスタＮ２ほど小さくなる特性がある。結果的に、移動度μが大きい駆動トランジスタ
Ｎ２ほどゲート・ソース間電圧Ｖｇｓが小さくなる。
【０１０７】
　この補正動作の結果、画素階調が同じ駆動トランジスタＮ２であれば、移動度μの違い
によらず、同じ大きさの駆動電流が有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに供給される状態になる。すな
わち、画素階調が同じであれば、移動度μの違いによらず、サブ画素５１の発光輝度が同
じになるように補正される。
【０１０８】
　ところで、図１５（Ａ）及び図１６（Ａ）では、移動度μの補正時に使用する書込制御
線ＷＳＬの制御パルスの波形を非線形に変化させている。これは、画素階調の大きさの違
いによって、補正量に過不足が生じないようにするためである。
【０１０９】
　さて、この移動度補正動作の完了後も電源制御トランジスタＮ３のオン状態が継続する
と、駆動トランジスタＮ２のソース電位Ｖｓが有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの閾値電圧Ｖth(ole
d)を越えるまで上昇し、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの点灯が開始される。
【０１１０】
　しかし、この形態例の場合、点灯期間を与える制御パルスのスキャン速度が、非発光期
間の駆動タイミングを与える制御パルスのスキャン速度より高速に設定されている。従っ
て、水平ライン毎に定められた待ち時間Ｔだけ、点灯開始時点を遅らせる必要がある。
【０１１１】
　そこで、この形態例の場合には、対応する水平ラインについての待ち時間Ｔが経過する
まで、電源制御トランジスタＮ３をオフ制御する（図１５（Ｃ）及び図１６（Ｃ））。
　なお、図１６は、最終行（Ｍ番目）に対応する水平ラインの駆動波形であり、待ち時間
ＴＭがゼロに設定されているので、移動度補正状態から即座に点灯期間が開始されている
。
【０１１２】
（ｃ－７）発光期間内の待ち時間動作
　前述したように、非発光期間における全ての動作が完了すると、発光期間の動作に入る
。前述したように、非発光期間が終了した時点で、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの点灯に必要な
処理は全て終了している。しかし、前述の通り、非発光期間で使用する第１のシフトクロ
ックＣＫ１よりも、発光期間で使用する第２のシフトクロックＣＫ２のクロック速度の方
が速い。
【０１１３】
　従って、図１８に示したように先頭行に近い水平ラインほど、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤを
点灯させるまでの待ち時間Ｔを長くする必要がある。
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　図２８に、この待ち時間Ｔにおけるサブ画素内の動作状態を示す。図２８に示すように
、電源制御トランジスタＮ３は、水平ライン毎に定められたこの待ち時間Ｔだけオフ状態
に制御される。当然ながら、待ち時間の間は、水平ラインの表示が黒表示になる。
【０１１４】
（ｃ－８）発光期間内の点灯動作
　それぞれ水平ラインについて設定された待ち時間Ｔが経過すると、図２９に示すように
、電源制御トランジスタＮ３がオン状態に切り替わり、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの点灯動作
が開始される。
【０１１５】
（Ｂ－３）まとめ
　以上説明したように、形態例１に係る駆動方式を採用すれば、３次元画像の表示に必要
な駆動周波数を、従来技術の半分にまで低下させることができる。具体的には、６０フレ
ーム／秒で撮影又は生成された３次元画像を、１２０フレーム／秒で画面上に表示するこ
とができる。
【０１１６】
　このように、駆動周波数が低下することで、画素アレイ部３３の動作マージンも大きく
することができる。このため、画素アレイ部３３の製造コストを低下させることができる
。また、駆動周波数が低下することで、タイミングジェネレータや駆動回路（例えばシフ
トレジスタ）の動作速度も低下させることができる。これらの観点から、有機ＥＬパネル
モジュールの製造コストを低下させることができる。
【０１１７】
　また、この形態例の場合、２次元画像用の駆動回路と３次元画像の駆動回路をそれぞれ
別に用意する必要がない。すなわち、形態例に係る駆動方法の場合、２次元画像と３次元
画像とを区別する必要がなく、単一の駆動タイミングでこれらの画像を表示することがで
きる。このため、駆動回路のレイアウト面積を、従来例よりも小さくすることができる。
また、この形態例の場合、画像の種類を判定する回路が不要である。これらの観点からも
、有機ＥＬパネルモジュールの低コスト化に寄与することができる。
【０１１８】
　また、この形態例の場合、１フレーム毎に全面黒の画面を書き込む必要がない。従って
、形態例における点灯期間長は、その分だけ従来例よりも長く設定することができる。す
なわち、形態例に係る駆動技術の採用により、３次元画像の表示時にも画面の明るさを犠
牲にせずに済む。
【０１１９】
（Ｂ－４）形態例１の変形例
（ａ）シフトクロックの他の設定例
　前述した形態例１の場合には、第２のシフトクロックＣＫ２におけるクロック速度を、
第１のシフトクロックＣＫ１におけるクロック速度の2.77倍に設定する場合について説明
した。
　しかし、第１のシフトクロックＣＫ１と第２のシフトクロックＣＫ２のクロック速度比
は勿論これに限らない。
【０１２０】
（ｂ）１フレームに占める点灯期間の割合
　前述した形態例１の場合には、点灯期間の割合が１フレームの４６％の場合について説
明した。
　しかし、点灯期間は、その他の比率でも良い。勿論、点灯期間の比率を高めるほど、駆
動電圧ＶＤＤが同じでも画面輝度を高めることができる。
【０１２１】
（ｃ）待ち時間
　前述した形態例の場合には、信号電位Ｖsigの書き込み動作が最後に終了する水平ライ
ンの待ち時間ＴＭをゼロに設定する場合について説明した。
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　しかし、この待ち時間ＴＭは、必ずしもゼロに設定しなくても良い。
【０１２２】
（Ｃ）形態例２
（Ｃ－１）システム構成例
　図３０に、この形態例に係る有機ＥＬパネルモジュール２０１のシステム構成例を示す
。なお、図３０には、図７との対応部分に同一符号を付して示す。
　図３０に示す有機ＥＬパネルモジュール２０１は、画素アレイ部３３と、その駆動回路
である信号線駆動部３５、書込制御線駆動部３７、電源制御線駆動部２０３及びタイミン
グジェネレータ２０５で構成される。
【０１２３】
　以下では、新規の構成である電源制御線駆動部２０３およびタイミングジェネレータ２
０５についてのみ説明する。
【０１２４】
（ａ）電源制御線駆動部の構成
　図３１に電源制御線駆動部２０３の回路構成例を示す。なお、図３１には、図１３との
対応部分に同一符号を付して示す。
【０１２５】
　電源制御線駆動部２０３は、非発光期間用の回路段と、発光期間用の回路段と、これら
期間別の制御パルスを選択的に出力する回路段と、ロジックレベルの制御パルスを駆動レ
ベルの制御パルスに変換する回路段とで構成される。このうち、非発光期間用の回路段、
および、ロジックレベルの制御パルスを駆動レベルの制御パルスに変換する回路段は、図
１３の電源制御線駆動部３９と同様の構成を有しており、発光期間用の回路段、および、
期間別の制御パルスを選択的に出力する回路段の構成が、電源制御線駆動部３９と異なる
。以下では、新規の構成である発光期間用の回路段、および、期間別の制御パルスを選択
的に出力する回路段についてのみ説明する。
【０１２６】
　発光期間用の回路段は、さらに水平ラインのうち奇数番目に位置するライン（以下では
、「奇数ライン」という。）用の回路部分と、偶数番目に位置するライン（以下では、「
偶数ライン」という。）用の回路部分とに分かれる。なお、以下、水平ラインの本数が偶
数であり、奇数ラインの本数と偶数ラインの本数とが一致する場合について説明する。
【０１２７】
　発光期間用の回路段の奇数ライン用の回路部分は、セット用シフトレジスタ２１１と、
リセット用シフトレジスタ２１３と、論理ゲート２１５で形成される。
【０１２８】
　セット用シフトレジスタ２１１は、垂直解像度の半分（奇数ラインの本数）に対応する
Ｍ／２個の遅延段で構成される。セット用シフトレジスタ２１１は、水平走査クロックに
同期した第１のシフトクロックＣＫ１に基づいて動作し、第１のシフトクロックＣＫ１が
入力される度、次段の遅延段にセットパルスを転送する。なお、転送開始タイミングは、
スタートパルスｓｔ２１により与えられる。
【０１２９】
　リセット用シフトレジスタ２１３も、垂直解像度の半分（奇数ラインの本数）に対応す
るＭ／２個の遅延段で構成される。同じく、リセット用シフトレジスタ２１３は、水平走
査クロックに同期した第１のシフトクロックＣＫ１に基づいて動作し、第１のシフトクロ
ックＣＫ１が入力される度、次段の遅延段にリセットパルスを転送する。また、転送開始
タイミングは、スタートパルスｓｔ２２によって与えられる。
【０１３０】
　論理ゲート２１５は、セットパルスの入力からリセットパルスの入力までをパルス幅と
するパルス信号を発生する回路デバイスである。論理ゲート２１５は、奇数ライン用の電
源制御線ＤＳＬの本数だけ配置される。
　なお、１水平走査期間の途中にパルス信号のエッジを設定したい場合には、当該エッジ
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のタイミングを与えるパルス波形と、セットパルスとリセットパルスとで生成されるパル
ス信号との論理積波形を求めれば良い。
【０１３１】
　発光期間用の回路段の偶数ライン用の回路部分は、セット用シフトレジスタ２１７と、
リセット用シフトレジスタ２１９と、論理ゲート２２１で形成される。
【０１３２】
　セット用シフトレジスタ２１７は、垂直解像度の半分（偶数ラインの本数）に対応する
Ｍ／２個の遅延段で構成される。セット用シフトレジスタ２１７は、水平走査クロックに
同期した第１のシフトクロックＣＫ１に基づいて動作し、第１のシフトクロックＣＫ１が
入力される度、次段の遅延段にセットパルスを転送する。なお、転送開始タイミングは、
奇数ライン用のセット用シフトレジスタ２１１と同じく、スタートパルスｓｔ２１により
与えられる。従って、セット用シフトレジスタ２１１とセット用シフトレジスタ２１７か
らは、同じタイミングでセットパルスが出力される。
【０１３３】
　リセット用シフトレジスタ２１９も、垂直解像度の半分（偶数ラインの本数）に対応す
るＭ／２個の遅延段で構成される。同じく、リセット用シフトレジスタ２１９は、水平走
査クロックに同期した第１のシフトクロックＣＫ１に基づいて動作し、第１のシフトクロ
ックＣＫ１が入力される度、次段の遅延段にリセットパルスを転送する。なお、転送開始
タイミングは、奇数ライン用のリセット用シフトレジスタ２１３と同じく、スタートパル
スｓｔ２２によって与えられる。従って、リセット用シフトレジスタ２１３とリセット用
シフトレジスタ２１９からは、同じタイミングでリセットパルスが出力される。
【０１３４】
　なお、水平ラインの本数が奇数の場合には、セット用シフトレジスタ２１７およびリセ
ット用シフトレジスタ２１９とも、（Ｍ－１）／２個の遅延段で構成されるようになる。
【０１３５】
　論理ゲート２２１は、セットパルスの入力からリセットパルスの入力までをパルス幅と
するパルス信号を発生する回路デバイスである。論理ゲート２２１は、偶数ライン用の電
源制御線ＤＳＬの本数だけ配置される。
　なお、１水平走査期間の途中にパルス信号のエッジを設定したい場合には、当該エッジ
のタイミングを与えるパルス波形と、セットパルスとリセットパルスとで生成されるパル
ス信号との論理積波形を求めれば良い。
【０１３６】
　スイッチ回路２２３は、非発光期間の間、論理ゲート８５から入力されるパルス信号を
選択し、発光期間の間、論理ゲート２１５および論理ゲート２２１から入力されるパルス
信号を選択する。なお、パルス信号の選択の切り替えは、不図示の切り替え信号により実
現する。もっとも、論理ゲート２１５および論理ゲート２２１のパルス信号を切り替え信
号に用いることもできる。
【０１３７】
　以上の構成により、電源制御線駆動部２０３からは、隣接する２本の水平ライン用の電
源制御線ＤＳＬ毎に、同じタイミングで駆動信号が供給されるようになる。例えば、１行
目と２行目の水平ライン用の電源制御線ＤＳＬ、３行目と４行目の水平ライン用の電源制
御線ＤＳＬ、・・・、Ｍ－１行目とＭ行目の水平ライン用の電源制御線ＤＳＬに、それぞ
れ同じタイミングで駆動信号が供給されるようになる。
【０１３８】
　なお、水平ラインの本数が奇数の場合には、最終のＭ行目用の電源制御線ＤＳＬだけ、
単独で駆動信号が供給されるようになる。
【０１３９】
（ｂ）タイミングジェネレータの構成
　タイミングジェネレータ２０５は、有機ＥＬパネルモジュール２０１の駆動に必要なタ
イミング制御信号やクロックを発生する回路デバイスである。例えばクロック信号ＣＫ、
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第１のシフトクロックＣＫ１、スタートパルスｓｔ１、ｓｔ２、ｓｔ１１、ｓｔ１２、ｓ
ｔ２１、ｓｔ２２等を発生する。
【０１４０】
　（Ｃ－２）駆動動作
（ａ）駆動タイミングの例
　ここで、図３２を参照して、有機ＥＬパネルモジュール２０１の駆動タイミングの一例
について説明する。なお、図３２では、有機ＥＬパネルモジュール２０１の水平ラインの
数（有効走査線数）を１０８０本とし、１秒間に１２０フレーム表示する場合の例につい
て説明する。
【０１４１】
　図３２（Ａ）は、１フレーム期間を与える垂直同期パルスの波形図である。この形態例
の場合、図１８（Ａ）の例と同様に、垂直同期パルスは、１秒間に１２０フレームを表示
させるように与えられ、隣接する２つの垂直同期パルスの期間長（１フレーム長）は、８
．３３ｍｓで与えられる。
【０１４２】
　図３２（Ｂ）は、画像ストリームを表す図である。図では、第ｎ－１フレームを構成す
る右眼用画像Ｒｎ－１の一部と、第ｎフレームを構成する左眼用画像Ｌｎおよび右眼用画
像Ｒｎと、第ｎ＋１フレームを構成する左眼用画像Ｌｎ＋１の一部が表されている。図に
示すように、各フレーム画像は、隣接する２つの垂直同期パルスの間に入力される。
【０１４３】
　図３２（Ｃ）は、書込制御線ＷＳＬを駆動する制御パルスのスキャン動作を示す図であ
る。図１８（Ｃ）の例と同様に、制御パルスは、第１のシフトクロックＣＫ１に基づいて
線順次にシフト駆動される。
【０１４４】
　図３２（Ｄ）は、各水平ラインの点灯期間を示す図である。図中、波形がハイになって
いる期間が各水平ラインの点灯期間を表している。この形態例の場合、第１のシフトクロ
ックＣＫ１に同期して、１行目および２行目の水平ライン（水平ライン１、２）から最終
行より１つ前の行および最終行の水平ライン（水平ライン１０７９、１０８０）まで、２
ラインずつ順番に点灯が開始され、所定の点灯期間が終了した後、消灯される。すなわち
、各水平ラインの点灯期間が、２ライン毎に第１のシフトクロックＣＫ１の間隔ずつずれ
ていく。これにより、点灯期間のスキャン速度が、実質的に第１のシフトクロックＣＫ１
のクロック速度の２倍になる。
【０１４５】
　図３２（Ｅ）は、左眼用画像Ｌと右眼用画像Ｒの表示タイミングを示している。この形
態例では、各水平ラインの点灯期間長は、１フレーム期間の２５％（すなわち、Duty比が
２５％）になっており、第ｎフレームの左眼用画像Ｌｎと右眼用画像Ｒｎの表示期間は重
複していない。また、左眼用画像Ｌｎの表示期間と右眼用画像Ｒｎの表示期間の間には、
所定の空き時間が確保される。なお、この空き時間は、液晶シャッターの開閉制御に必要
な時間分だけ確保されれば良い。従って、必要最小限の空き時間さえ確保されれば、点灯
期間の長さ（デューティ比）を自由に調整することができる。
【０１４６】
　なお、図３２（Ｆ）（Ｇ）については後述する。
【０１４７】
（Ｃ－３）まとめ
　以上説明したように、形態例２に係る駆動方式を採用すれば、形態例１の場合と同様に
、３次元画像の表示に必要な駆動周波数を、従来技術の半分にまで低下させることができ
る。具体的には、６０フレーム／秒で撮影又は生成された３次元画像を、１２０フレーム
／秒で画面上に表示することができる。
【０１４８】
　さらに、この形態例の場合、第１のシフトクロックＣＫ１のみを用いて、有機ＥＬ素子
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ＯＬＥＤの点灯期間のスキャン速度を、実質的に第１のシフトクロックＣＫ１のクロック
速度の２倍に設定することができる。そして、第１のシフトクロックＣＫ１および第２の
シフトクロックＣＫ２の２種類のシフトクロックを用いる必要がないため、形態例１と比
較して、回路の規模を小さくすることができる。さらに、第１のシフトクロックＣＫ１よ
り高速の第２のシフトクロックＣＫ２を用いる必要がないため、形態例１と比較して、消
費電力を低減することができる。
【０１４９】
　また、この形態例の場合、形態例１の場合と同様に、２次元画像用の駆動回路と３次元
画像の駆動回路をそれぞれ別に用意したり、１フレーム毎に全面黒の画面を書き込んだり
する必要がない。
【０１５０】
（Ｄ）形態例３
（Ｄ－１）システム構成例
　図３３に、この形態例に係る有機ＥＬパネルモジュール３０１のシステム構成例を示す
。なお、図３３には、図７および図３０との対応部分に同一符号を付して示す。
　図３３に示す有機ＥＬパネルモジュール３０１は、画素アレイ部３３と、その駆動回路
である信号線駆動部３５、書込制御線駆動部３７、電源制御線駆動部３０３及びタイミン
グジェネレータ２０５で構成される。
【０１５１】
　以下では、新規の構成である電源制御線駆動部３０３についてのみ説明する。
【０１５２】
（ａ）電源制御線駆動部の構成
　図３４に電源制御線駆動部３０３の回路構成例を示す。なお、図３４には、図１３およ
び図３１との対応部分に同一符号を付して示す。なお、以下、水平ラインの本数が偶数で
あり、奇数ラインの本数と偶数ラインの本数とが一致する場合について説明する。
【０１５３】
　電源制御線駆動部３０３は、非発光期間用の回路段と、発光期間用の回路段と、これら
期間別の制御パルスを選択的に出力する回路段と、ロジックレベルの制御パルスを駆動レ
ベルの制御パルスに変換する回路段とで構成される。このうち、非発光期間用の回路段、
および、ロジックレベルの制御パルスを駆動レベルの制御パルスに変換する回路段は、図
１３の電源制御線駆動部３９と同様の構成を有しており、発光期間用の回路段、および、
期間別の制御パルスを選択的に出力する回路段の構成が、電源制御線駆動部３９と異なる
。以下では、新規の構成である発光期間用の回路段、および、期間別の制御パルスを選択
的に出力する回路段についてのみ説明する。
【０１５４】
　発光期間用の回路段は、セット用シフトレジスタ３１１と、リセット用シフトレジスタ
３１３と、論理ゲート３１５で形成される。
【０１５５】
　セット用シフトレジスタ３１１は、垂直解像度の半分に対応するＭ／２個の遅延段で構
成される。セット用シフトレジスタ３１１は、水平走査クロックに同期した第１のシフト
クロックＣＫ１に基づいて動作し、第１のシフトクロックＣＫ１が入力される度、次段の
遅延段にセットパルスを転送する。なお、転送開始タイミングは、図３１のセット用シフ
トレジスタ２１１およびセット用シフトレジスタ２１７と同様に、スタートパルスｓｔ２
１により与えられる。
【０１５６】
　リセット用シフトレジスタ３１３も、垂直解像度の半分に対応するＭ／２個の遅延段で
構成される。同じく、リセット用シフトレジスタ３１３は、水平走査クロックに同期した
第１のシフトクロックＣＫ１に基づいて動作し、第１のシフトクロックＣＫ１が入力され
る度、次段の遅延段にリセットパルスを転送する。また、転送開始タイミングは、図３１
のリセット用シフトレジスタ２１３およびリセット用シフトレジスタ２１９と同様に、ス
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タートパルスｓｔ２２によって与えられる。
【０１５７】
　論理ゲート３１５は、セットパルスの入力からリセットパルスの入力までをパルス幅と
するパルス信号を発生する回路デバイスである。論理ゲート３１５は、電源制御線ＤＳＬ
の本数の半分だけ配置される。１つの論理ゲート３１５から出力されたパルス信号は、２
つに分岐され、隣接する２本の水平ライン用の電源制御線ＤＳＬに対応するスイッチ回路
３１７に供給される。例えば、図３５のいちばん上の論理ゲート３１５からは、１行目と
２行目の水平ライン用の電源制御線ＤＳＬに対応するスイッチ回路３１７にパルス信号が
供給され、上から２番目の論理ゲート３１５からは、３行目と４行目の水平ライン用の電
源制御線ＤＳＬに対応するスイッチ回路３１７にパルス信号が供給され、いちばん下（上
からＭ／２番目）の論理ゲート３１５からは、Ｍ－１行目とＭ行目の水平ライン用の電源
制御線ＤＳＬに対応するスイッチ回路３１７にパルス信号が供給される。
【０１５８】
　なお、水平ラインの本数が奇数の場合には、いちばん下の論理ゲート３１５からは、Ｍ
行目の水平ライン用の電源制御線ＤＳＬに対応するスイッチ回路３１７にのみパルス信号
が供給されるようになる。
【０１５９】
　スイッチ回路３１７は、非発光期間の間、論理ゲート８５から入力されるパルス信号を
選択し、発光期間の間、論理ゲート３１５から入力されるパルス信号を選択する。なお、
パルス信号の選択の切り替えは、不図示の切り替え信号により実現する。もっとも、論理
ゲート３１５のパルス信号を切り替え信号に用いることもできる。
【０１６０】
　以上の構成により、図３１の電源制御線駆動部２０３と同様に、電源制御線駆動部３０
３からは、隣接する２本の水平ライン用の電源制御線ＤＳＬ毎に、同じタイミングで駆動
信号が供給されるようになる。
【０１６１】
（Ｄ－３）まとめ
　以上説明したように、形態例３に係る駆動方式を採用すれば、形態例２の場合と同様に
、第１のシフトクロックＣＫ１のみを用いて、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの点灯期間のスキャ
ン速度を、実質的に第１のシフトクロックＣＫ１のクロック速度の２倍に設定することが
できる。
【０１６２】
　また、形態例２と比較して、発光期間用のセット用シフトレジスタ、リセット用シフト
レジスタ、および、論理ゲートの数を減らすことができる。
【０１６３】
（Ｄ－４）形態例３の変形例
（ａ）有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの点灯期間のスキャン速度の他の設定例
　以下に説明するように、同時に駆動する電源制御線ＤＳＬの本数を変えることにより、
有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの点灯期間のスキャン速度を、任意の値に設定することができる。
【０１６４】
　例えば、同時に駆動する電源制御線ＤＳＬの本数をｎ本に設定することにより、有機Ｅ
Ｌ素子ＯＬＥＤの点灯期間のスキャン速度を、実質的に第１のシフトクロックＣＫ１のｎ
倍に設定することができる。
【０１６５】
　図３２（Ｆ）は、同時に駆動する電源制御線ＤＳＬの本数を３本に設定した場合の各水
平ラインの点灯期間を示す図である。図３２（Ｆ）の場合、第１のシフトクロックＣＫ１
に同期して、１行目乃至３行目の水平ライン（水平ライン１乃至３）から最終行より２つ
前の行乃至最終行の水平ライン（水平ライン１０７８乃至１０８０）まで、３ラインずつ
順番に点灯が開始され、所定の点灯期間が終了した後、消灯される。すなわち、各水平ラ
インの点灯期間が、３ライン毎に第１のシフトクロックＣＫ１の間隔ずつずれていく。こ
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れにより、点灯期間のスキャン速度が、実質的に第１のシフトクロックＣＫ１のクロック
速度の３倍になる。
【０１６６】
　図３２（Ｇ）は、左眼用画像Ｌと右眼用画像Ｒの表示タイミングを示している。この形
態例では、各水平ラインの点灯期間長は、１フレーム期間の５０％（すなわち、デューテ
ィ比が５０％）になっており、第ｎフレームの左眼用画像Ｌｎと右眼用画像Ｒｎの表示期
間は重複していない。また、左眼用画像Ｌｎの表示期間と右眼用画像Ｒｎの表示期間の間
には、所定の空き時間が確保される。なお、この空き時間は、液晶シャッターの開閉制御
に必要な時間分だけ確保されれば良い。従って、必要最小限の空き時間さえ確保されれば
、点灯期間の長さ（デューティ比）を自由に調整することができる。
【０１６７】
　また、以下の方法により、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの点灯期間のスキャン速度を、実質的
に第１のシフトクロックＣＫ１の整数倍以外の倍数に設定することも可能である。
【０１６８】
（ａ－１）システム構成例
　図３５に、この変形例に係る有機ＥＬパネルモジュール４０１のシステム構成例を示す
。なお、図３５には、図７との対応部分に同一符号を付して示す。
　図３５に示す有機ＥＬパネルモジュール４０１は、画素アレイ部３３と、その駆動回路
である信号線駆動部３５、書込制御線駆動部３７、電源制御線駆動部４０３及びタイミン
グジェネレータ４０５で構成される。
【０１６９】
　以下では、新規の構成である電源制御線駆動部４０３およびタイミングジェネレータ４
０５についてのみ説明する。
【０１７０】
（ａ－２）電源制御線駆動部の構成
　図３６に電源制御線駆動部４０３の回路構成例を示す。なお、図３６には、図１３との
対応部分に同一符号を付して示す。
【０１７１】
　電源制御線駆動部４０３は、非発光期間用の回路段と、発光期間用の回路段と、これら
期間別の制御パルスを選択的に出力する回路段と、ロジックレベルの制御パルスを駆動レ
ベルの制御パルスに変換する回路段とで構成される。このうち、非発光期間用の回路段、
および、ロジックレベルの制御パルスを駆動レベルの制御パルスに変換する回路段は、図
１３の電源制御線駆動部３９と同様の構成を有しており、発光期間用の回路段、および、
期間別の制御パルスを選択的に出力する回路段の構成が、電源制御線駆動部３９と異なる
。以下では、新規の構成である発光期間用の回路段、および、期間別の制御パルスを選択
的に出力する回路段についてのみ説明する。
【０１７２】
　発光期間用の回路段は、セット用シフトレジスタ４１１と、リセット用シフトレジスタ
４１３と、論理ゲート４１５で形成される。
【０１７３】
　セット用シフトレジスタ４１１は、垂直解像度の２／５に対応する２Ｍ／５個の遅延段
で構成される。セット用シフトレジスタ４１１は、水平走査クロックに同期した第１のシ
フトクロックＣＫ１に基づいて動作し、第１のシフトクロックＣＫ１が入力される度、次
段の遅延段にセットパルスを転送する。なお、転送開始タイミングは、スタートパルスｓ
ｔ３１により与えられる。
【０１７４】
　リセット用シフトレジスタ４１３も、垂直解像度の２／５に対応する２Ｍ／５個の遅延
段で構成される。同じく、リセット用シフトレジスタ４１３は、水平走査クロックに同期
した第１のシフトクロックＣＫ１に基づいて動作し、第１のシフトクロックＣＫ１が入力
される度、次段の遅延段にリセットパルスを転送する。また、転送開始タイミングは、ス
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タートパルスｓｔ３２によって与えられる。
【０１７５】
　論理ゲート４１５は、セットパルスの入力からリセットパルスの入力までをパルス幅と
するパルス信号を発生する回路デバイスである。論理ゲート４１５は、電源制御線ＤＳＬ
の本数の２／５だけ配置される。１つの論理ゲート４１５から出力されたパルス信号は、
交互に２つまたは３つに分岐され、隣接する２本または３本の水平ライン用の電源制御線
ＤＳＬに対応するスイッチ回路４１７に供給される。例えば、図３６のいちばん上の論理
ゲート４１５からは、１行目と２行目の水平ライン用の電源制御線ＤＳＬに対応するスイ
ッチ回路４１７にパルス信号が供給され、上から２番目の論理ゲート４１５からは、３行
目乃至５行目の水平ライン用の電源制御線ＤＳＬに対応するスイッチ回路４１７にパルス
信号が供給され、上から３番目の論理ゲート４１５からは、６行目と７行目の水平ライン
用の電源制御線ＤＳＬに対応するスイッチ回路４１７にパルス信号が供給され、上から４
番目の論理ゲート４１５からは、８行目乃至１０行目の水平ライン用の電源制御線ＤＳＬ
に対応するスイッチ回路４１７にパルス信号が供給され、いちばん下（上から２Ｍ／５番
目）の論理ゲート４１５からは、Ｍ－２行目乃至Ｍ行目の水平ライン用の電源制御線ＤＳ
Ｌに対応するスイッチ回路４１７にパルス信号が供給される。
【０１７６】
　なお、水平ラインの数が５の倍数でない場合には、いちばん下の論理ゲート４１５から
出力されるパルス信号の分岐数は、水平ライン数に応じて、１または２に設定される。
【０１７７】
　スイッチ回路４１７は、非発光期間の間、論理ゲート８５から入力されるパルス信号を
選択し、発光期間の間、論理ゲート４１５から入力されるパルス信号を選択する。なお、
パルス信号の選択の切り替えは、不図示の切り替え信号により実現する。もっとも、論理
ゲート４１５のパルス信号を切り替え信号に用いることもできる。
【０１７８】
（ａ－３）タイミングジェネレータの構成
　タイミングジェネレータ４０５は、有機ＥＬパネルモジュール４０１の駆動に必要なタ
イミング制御信号やクロックを発生する回路デバイスである。例えばクロック信号ＣＫ、
第１のシフトクロックＣＫ１、スタートパルスｓｔ１、ｓｔ２、ｓｔ３１、ｓｔ３２等を
発生する。
【０１７９】
（ａ－４）まとめ
　以上の構成により、電源制御線駆動部４０３からは、隣接する２本または３本の水平ラ
イン用の電源制御線ＤＳＬ毎に、同じタイミングで駆動信号が供給されるようになる。
【０１８０】
　これにより、第１のシフトクロックＣＫ１のみを用いて、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの点灯
期間のスキャン速度を、実質的に第１のシフトクロックＣＫ１のクロック速度の２．５倍
（＝５／２）に設定することができる。
【０１８１】
　なお、例えば、同時に駆動する電源制御線ＤＳＬの本数を、２本、３本、２本、２本、
３本、２本・・・と繰り返し設定することにより、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの点灯期間のス
キャン速度を、実質的に第１のシフトクロックＣＫ１のクロック速度の２．３３倍（＝７
／３）に設定することができる。また、同時に駆動する電源制御線ＤＳＬの本数を、３本
、２本、３本、３本、２本、３本・・・と繰り返し設定することにより、有機ＥＬ素子Ｏ
ＬＥＤの点灯期間のスキャン速度を、実質的に第１のシフトクロックＣＫ１のクロック速
度の２．６６倍（＝８／３）に設定することができる。
【０１８２】
　このように、同時に駆動する電源制御線ＤＳＬの本数の組み合わせを変えることにより
、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤの点灯期間の実質的なスキャン速度を任意に設定することができ
る。
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【０１８３】
（Ｅ）他の形態例
（Ｅ－１）サブ画素の他の構造
　前述した形態例の場合には、サブ画素５１が３個のＮチャネル薄膜トランジスタで構成
される場合について説明した。
　しかし、サブ画素５１を構成する薄膜トランジスタはＰチャネル薄膜トランジスタでも
良い。
【０１８４】
　図３７及び図３８に、この種の回路例を示す。なお、図３７は、形態例に係るサブ画素
５１の接続関係をそのままに、薄膜トランジスタのみを全てＰチャネル薄膜トランジスタ
に置き換えた例である。一方、図３８は、保持容量Ｃｓの接続を変更した回路例である。
図３８の場合、保持容量Ｃｓの一方の電極は、固定電源線（ＶＤＤ０）に接続される。
　また、サブ画素５１を構成する薄膜トランジスタの数は４個以上でも良いし、２個でも
良い。サブ画素５１がどのような回路構成であっても、水平ライン単位で駆動電源の供給
と停止を制御できるのであれば、発明に係る駆動技術を応用することができる。
【０１８５】
（Ｅ－２）切替タイミングの通知デバイス
　前述の形態例の場合には、液晶シャッターの切替タイミングを赤外線通信により、液晶
シャッター付き眼鏡９に通知する場合について説明した。
　しかし、切替タイミングの通知には、現在又は将来利用可能な無線通信技術を応用でき
る。
【０１８６】
（Ｅ－３）製品例
（ａ）システム構成
　前述の説明では、有機ＥＬパネルモジュール単独のパネル構造と駆動方法について説明
した。しかし、前述した有機ＥＬパネルモジュールは、各種の電子機器に実装した商品形
態でも流通される。以下、他の電子機器への実装例を示す。
【０１８７】
　図３９に、電子機器５０１の概念構成例を示す。電子機器５０１は、前述した駆動回路
を搭載する表示パネルモジュール５０３、システム制御部５０５、操作入力部５０７及び
切替タイミング通知デバイス５０９とで構成される。
【０１８８】
　ここで、システム制御部５０５で実行される処理内容は、電子機器５０１の商品形態に
より異なる。また、操作入力部５０７は、システム制御部５０５に対する操作入力を受け
付けるデバイスである。操作入力部５０７には、例えばスイッチ、ボタンその他の機械式
インターフェース、グラフィックインターフェース等が用いられる。
【０１８９】
　また、切替タイミング通知デバイス５０９は、図３９に示すように、電子機器５０１の
筺体に一体的に取り付けられる場合だけでなく、独立した装置として電子機器５０１の筺
体に外付けされていても良い。
【０１９０】
（ｂ）具体例
　図４０に、電子機器がテレビジョン受像機の場合の外観例を示す。テレビジョン受像機
５１１は、筐体５１３の正面に表示画面５１５と切替タイミング通知デバイス５１７とを
配置した構造を有している。ここでの表示画面５１５の部分が、形態例で説明した有機Ｅ
Ｌパネルモジュールに対応する。
【０１９１】
　また、この種の電子機器には、例えばコンピュータが想定される。図４１に、ノート型
コンピュータ５２１の外観例を示す。
　ノート型コンピュータ５２１は、下側筐体５２３、上側筐体５２５、キーボード５２７
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、表示画面５２９及び切替タイミング通知デバイス５３１で構成される。このうち、表示
画面５２９の部分が、形態例で説明した有機ＥＬパネルモジュールに対応する。
　これらの他、電子機器には、ゲーム機、電子ブック、電子辞書等が想定される。
【０１９２】
（Ｅ－４）他の表示デバイス例
　前述の形態例においては、発明を有機ＥＬパネルモジュールに適用する場合について説
明した。
　しかし、前述した電源系回路の構成は、その他の自発光型の表示パネルモジュールにも
適用することができる。
　例えばＬＥＤをマトリクス状に配列する表示装置やダイオード構造を有する発光素子を
画面上に配列した表示パネルモジュールに対しても適用することができる。例えば無機Ｅ
Ｌパネルにも適用できる。
【０１９３】
（Ｅ－５）その他
　前述した形態例には、発明の趣旨の範囲内で様々な変形例が考えられる。また、本明細
書の記載に基づいて創作される又は組み合わせられる各種の変形例及び応用例も考えられ
る。
【符号の説明】
【０１９４】
　３１　　　　有機ＥＬパネルモジュール
　３３　　　　画素アレイ部
　３５　　　　信号線駆動部
　３７　　　　書込制御線駆動部
　３９　　　　電源制御線駆動部
　４１　　　　タイミングジェネレータ
　９１　　　　セット用シフトレジスタ
　９３　　　　リセット用シフトレジスタ
　９５　　　　論理ゲート
　１０１　　　スイッチ回路
　１１９　　　切替タイミング通知デバイス
　２０１　　　有機ＥＬパネルモジュール
　２０３　　　電源制御線駆動部
　２０５　　　タイミングジェネレータ
　２１１　　　セット用シフトレジスタ
　２１３　　　リセット用シフトレジスタ
　２１５　　　論理ゲート
　２１７　　　セット用シフトレジスタ
　２１９　　　リセット用シフトレジスタ
　２２１　　　論理ゲート
　２２３　　　スイッチ回路
　３０１　　　有機ＥＬパネルモジュール
　３０３　　　電源制御線駆動部
　３１１　　　セット用シフトレジスタ
　３１３　　　リセット用シフトレジスタ
　３１５　　　論理ゲート
　３１７　　　スイッチ回路
　４０１　　　有機ＥＬパネルモジュール
　４０３　　　電源制御線駆動部
　４０５　　　タイミングジェネレータ
　４１１　　　セット用シフトレジスタ
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　４１３　　　リセット用シフトレジスタ
　４１５　　　論理ゲート
　４１７　　　スイッチ回路

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】
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【図３１】 【図３２】

【図３３】 【図３４】
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【図３５】 【図３６】

【図３７】 【図３８】
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【図３９】 【図４０】

【図４１】
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